
東京都立（ 総合） 精神保健福祉センタ ー

　 　 市販薬・ 処方薬の

　 　 　 　 　 　 　 乱用・ 依存



●市販薬や処方薬関連の精神疾患では、 特に市販薬関連で受診す

る方が増加傾向にあり ます。※

●市販薬や処方薬の中には、 誤っ た用法や用量で服薬（ 乱用） し

続けるこ と により 依存症になるも のがあり ます。

●急に薬を やめたり 減ら し たり すると 離脱症状があら われる こ と

があり 、 不快な離脱症状を 和ら げる ために新たな使用を 繰り 返

し がちになり ます。

●依存症になる と 自力ではやめら れず、 心身の健康や社会経済面

など生活上の支障が出るこ と があり ます。

乱用と は： こ こ では、 大量も し く は頻回に使用する、 医師の指示や添付文書と は

異なる使用を するなど、 本来と は違う 使い方を するこ と

依存と は： 乱用を 繰り 返し ているう ち に、 薬物の使用がコ ント ロールでき ず自力

ではやめら れなく なっ てし まう 状態

離脱症状と は： 薬物の中止や減量に伴い出現する発汗、 手の震え、 嘔気嘔吐、 イ

ラ イ ラ する、 落ち着かない、 不安、 幻覚、 興奮などの症状

市販薬・ 処方薬への依存と は

※松本俊彦ら 「 全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査」 より 作成（ 2 0 1 6 年， 2 0 1 8 年， 2 0 2 0 年， 2 0 2 2 年）
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どのよ う な成分を含む薬剤で依存に注意が必要ですか
　 かぜ症状の緩和や、 寝つき を 改善する な ど の市販薬の成分でも 、 依存に注

意が必要なも のがあり ます。 薬剤の添付文書等に書かれた成分を 確認し まし ょ

う 。

●エフ ェ ド リ ンやコ デイ ン、 メ チルエフ ェ ド リ ン、 ジヒ ド ロ コ デイ ン など（ 総

合感冒薬や鎮咳薬の一部）

●ブロムワレ リ ル尿素（ 解熱鎮痛薬、 催眠鎮静薬の一部）

●カ フ ェ イ ン（ 総合感冒薬の一部や「 エ ナジ ード リ ン ク 」 にも 含ま れ、 飲み

すぎに注意）

●最近新たに鎮咳薬（ デキスト ロ メ ト ルフ ァ ンなど） や抗アレ ルギー薬（ ジフ ェ

ンヒ ド ラ ミ ンなど） の乱用が問題になっ ています。

どのよ う な人が市販薬に依存し ている のでし ょ う か
●市販薬は 1 0 歳代では最も 乱用さ れている薬物です。

●家族や学校、 職場な ど 周囲に相談する こ と がで きず、 自分一人で 抱え 込み

心理的に孤立し 、 薬の力を 借り て困難を 乗り 越えよ う と し て、 悪循環に陥っ

てし まう こ と も あり ます。

どのよ う な気持ちで市販薬を 乱用する のでし ょ う か
●「 不眠や不安、 憂鬱な 気分を 軽く し たい」「 自暴自棄にな っ て」 な ど の思い

で使用する こ と が多いと さ れています。

●自ら の不安や葛藤、 自己不全感な ど を 解消する ために「 自己治療目的」 で

乱用する場合も あり ます。

●苦痛を 和ら げる ために、 いつの間にか頻回かつ大量の使用と なる こ と も あ

り ます。

●「 死にたい」「 消えてし まいたい」 と いう 思いを 抱き 、 大量服薬やリ スト カ ッ

ト などの自傷行為につながる場合も 少なく あり ません。

市販薬依存によ る影響と は
●長期に大量使用するこ と で身体への悪影響が出現するこ と があり ます。

●市販薬への依存が、 大麻や覚醒剤などの違法薬物への依存のき っ かけ（ ゲー

ト ウェ イ ） と なる こ と も あり ます。

市販薬への依存について

どのよ う な成分を含む薬剤で依存に注意が必要ですか

どのよ う な人が市販薬に依存し ている のでし ょ う か

どのよ う な気持ちで市販薬を 乱用する のでし ょ う か

市販薬依存によ る影響と は



どのよ う な薬剤が依存につながる のでし ょ う か
●睡眠薬・ 抗不安薬、 鎮痛薬等を 医師の指示と は異なっ た量・ 回数で使用す

ると 依存症になるこ と があり ます。

●最も 乱用さ れて いる 処方薬はベン ゾ ジ ア ゼピ ン 系の睡眠薬や抗不安薬で

す。

●鎮痛薬では、 モルヒ ネなど の麻薬性の薬剤だけではなく 、 非ステ ロ イ ド 系

鎮痛薬（ N SAID s） やプ レ ガバリ ン など の非麻薬性の薬剤の一部にも 依存

性があるこ と が知ら れています。

どのよ う な人が処方薬に依存し ているのでし ょ う か
●幅広い年代で乱用さ れ、 2 0 歳代以上では覚醒剤に次いで乱用さ れていま

す。 特に 7 0 歳代以上では処方薬依存の割合が高いこ と が知ら れています。

●う つ病など他の精神疾患を 合併し ている こ と が多く 、 アルコ ール問題を 抱

えているこ と が３ 割程度あり ます。

どのよ う に処方薬の乱用がはじ まる のでし ょ う か
●医師に処方さ れた薬を、「 効かな く な っ た」 から と 自己判断で 量や回数を

増やし てし まう こ と があり ます。

●複数の医療機関を 受診し て同じ 種類の薬を 処方さ れる う ち に、 過剰摂取か

ら 乱用につながるこ と も あり ます。

処方薬依存による 影響と は
●長期に大量使用するこ と で身体への悪影響が出現する こ と があり ます。

●頭痛の解消目的で鎮痛薬を 乱用する こ と でかえっ て頭痛が悪化し た り （ 薬

物乱用頭痛）、 睡眠薬を 突然やめる こ と で 服用前よ り 強い不眠が出現し た

り し ます（ 反跳性不眠）。

処方薬への依存について

どのよ う な薬剤が依存につながる のでし ょ う か

どのよ う に処方薬の乱用がはじ まる のでし ょ う か

処方薬依存による 影響と は

どのよ う な人が処方薬に依存し ているのでし ょ う か



　 依存症になっ ても 回復は可能で す。 行為そのも のを 止めさ せる こ と

ばかり に目を 向けず、 行為の背景にある 不安や孤立、 孤独などの解決

が不可欠です。 依存の対象は入れ替わる こ と も ある ため、 市販薬・ 処

方薬の代わり にアルコ ールなどに頼る こ と はやめまし ょ う 。

依存し なく てすむ方法や取組みを考えてみまし ょ う

●ど んな時に薬を 使いたく なる のか・ 使わずにすんだのか、 記録を つけて

みまし ょ う 。

●薬に頼ら ないですむよ う な「 代わり の行動」 を 探し てみまし ょ う 。

●リ ラ ッ ク スでき る方法を 考えてみまし ょ う 。

つら い気持ちや困っ たこ と を相談し まし ょ う

●信頼でき る相手につら い気持ちや困っ ている こ と を 話し てみまし ょ う 。

●精神保健福祉セン タ ー（ 依存症相談拠点） や保健所で相談する こ と も で

き ます。

●市販薬や処方薬の依存症の自助グループへ参加する こ と も 回復に役立ち

ます。

医療機関や薬局で相談し まし ょ う

●特に処方薬の場合、 自己判断での減薬・ 断薬は危険です。

●医師や薬剤師に現状を 伝えまし ょ う 。 依存性の少ない薬への変更など今

後の治療や注意事項について相談し まし ょ う 。

●必要に応じ て、 依存症の専門医療機関の受診も 検討し まし ょ う 。

家族や周囲の人の手助けも 大切です

●家族や周囲の人が、 正し い知識や対応を 身につける こ と は重要です。

●相談機関の利用や家族講座・ 家族会などに参加し てみまし ょ う 。

●本人と のコ ミ ュ ニケーショ ン を 工夫し 、 関係の再構築を 目指し まし ょ う 。

どう すれば市販薬・ 処方薬の乱用や依存から

回復でき るのでし ょ う か



令和 6 年 3 月　 登録番号（ 5 ） 1 3 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 各セン タ ーで、 本人向けの依存症回復支援プ ロ グラ ムや、 家族が正し い知識

や対処法を 学ぶ家族講座を 実施し ています。

◇保健所・ 保健センタ ー

　 お住ま いの地域ご と に相談窓口があり ます。 各保健所・ 保健セン タ ー等にお

問い合わせく ださ い。

公的な相談機関

◇東京都立（ 総合） 精神保健福祉セン タ ー

　 東京都立（ 総合） 精神保健福祉セン タ ーでは、「 東京都依存症相談拠点」 と し て、

ア ルコ ールや薬物、 ギャ ン ブ ル等の依存症について、 本人や家族等、 ある いは

関係機関から の相談を 受けています。

◎東京都立中部総合精神保健福祉センタ ー
〒1 5 6 -0 0 5 7 　 世田谷区上北沢 2 ー 1 ー 7 　

相談電話： 0 3 -3 3 0 2 -7 7 1 1 （ 平日 9 時～ 1 7 時）

担当地域： 港区、 新宿区、 品川区、 目黒区、 大田区、 世田谷区、 渋谷区、

               中野区、 杉並区、 練馬区

◎東京都立精神保健福祉センタ ー
〒1 1 0 -0 0 0 4 　 台東区下谷１ ー１ ー３

相談電話： 0 3 -3 8 4 4 -2 2 1 2 （ 平日 9 時～ 1 7 時）

担当地域： 千代田区、 中央区、 文京区、 台東区、 墨田区、 江東区、 豊島区、

               北区、 荒川区、 板橋区、 足立区、 葛飾区、 江戸川区、 島し ょ 地域

◎東京都立多摩総合精神保健福祉センタ ー
〒2 0 6 -0 0 3 6 　 多摩市中沢２ ー１ ー３

相談電話： 0 4 2 -3 7 1 -5 5 6 0 （ 平日 9 時～ 1 7 時）

担当地域： 多摩地域　


